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■当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2018年６月20日から2023年２月27日までです。 

運 用 方 針 
中長期的な信託財産の着実な成長と安定した収

益の確保を目指して運用を行います。 

主 要 

投 資 対 象 

マルチアセット・ 

ス ト ラ テ ジ ー 

ファンド 

ＧＮマルチアセット・ストラ

テジーマザーファンドの受益

証券を主要投資対象とします｡ 

ＧＮマルチアセッ

ト・ストラテジー

マザーファンド 

国内外に上場する投資信託証

券および指数先物、国債を主

要投資対象とします。 

主 な 

組 入 制 限 

マルチアセット・ 

ス ト ラ テ ジ ー 

ファンド 

株式への実質投資割合は、信

託財産の純資産総額の25％以

内とします。 

外貨建資産への実質投資割合

には、制限を設けません。 

ＧＮマルチアセッ

ト・ストラテジー

マザーファンド 

株式への投資割合は、信託財

産の純資産総額の25％以内と

します。 

外貨建資産への投資割合に

は、制限を設けません。 

分 配 方 針 

年２回（毎年２月10日・８月10日、当該日が休

業日の場合は翌営業日）決算を行い、以下の方

針に基づき分配を行います。 

・分配対象額の範囲は、経費控除後の配当等収

益と売買益（評価益を含みます。）等の全額

とします。 

・収益分配金額は、上記の範囲内で、基準価額

水準等を勘案して委託会社が決定します。 

 

 

 

運用報告書（全体版) 

愛称：なごみの杜 
マルチアセット・ストラテジー 

ファンド 

 
第７期（決算日 2022年２月10日) 

 

受益者の皆様へ 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます｡

さて、「マルチアセット・ストラテジーファン

ド」は、このたび第７期の決算を行いましたの

で、期中の運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い

申し上げます。 

 

株式会社GCIアセット・マネジメント 
東京都千代田区大手町2-6-4 

お問い合わせ先 

クライアント・リレーションズ・グループ 

TEL：03-6665-6952（営業日の９:00～17:00） 

URL：https://www.gci.jp 
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■最近５期の運用実績 

決 算 期 

基 準 価 額 株 式 
先 物 
比 率 

債 券 
組 入 
比 率 

債 券 
先 物 
比 率 

投 資 

信託証券 

組入比率 

純資産 

総 額 (分配落) 
税 込 
分配金 

期 中 
騰落率 

円 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

３期（2020年２月10日） 10,001 10 △0.1 △10.5 74.7 △54.7 13.4 16,808 

４期（2020年８月11日） 10,007 30 0.4 △3.1 46.2 △15.7 9.4 17,536 

５期（2021年２月10日） 9,882 0 △1.2 1.0 80.2 △10.9 6.5 20,934 

６期（2021年８月10日） 9,872 0 △0.1 △1.1 59.9 △44.7 13.4 20,425 

７期（2022年２月10日） 9,641 0 △2.3 10.9 81.1 △31.0 1.7 18,459 

（注）基準価額の期中騰落率は分配金込みです。 
（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、比率は実質比率を記載しております。以下同じ。 

（注）株式先物比率、債券先物比率は「買建比率－売建比率」で算出しております。以下同じ。 

（注）当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
 
 

■当期中の基準価額等の推移 

年  月  日 

基 準 価 額 株 式 
先 物 
比 率 

債 券 
組 入 
比 率 

債 券 
先 物 
比 率 

投 資 

信 託 証 券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年８月10日 9,872 － △1.1 59.9 △44.7 13.4 

８月末 9,917 0.5 3.1 73.0 △28.6 9.5 

９月末 9,819 △0.5 12.5 66.4 △12.0 7.5 

10月末 9,809 △0.6 3.3 68.7 △26.3 9.0 

11月末 9,827 △0.5 13.9 65.0 △23.5 1.6 

12月末 9,892 0.2 9.1 80.3 △33.2 1.7 

2022年１月末 9,687 △1.9 14.5 75.5 △29.0 1.7 

(期   末)       

2022年２月10日 9,641 △2.3 10.9 81.1 △31.0 1.7 

（注）期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
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運用経過    

■当期中の基準価額等の推移 

 
 

期  首：9,872円 

期  末：9,641円（既払分配金（税引前）：0円） 

騰 落 率：△2.3％（分配金再投資ベース） 

 
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注）分配金を再投資するか否かについてはそれぞれの受益者が利用されるコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税

条件も異なります。従って、それぞれの受益者の損益状況を示すものではありません。 

 

■基準価額の主な変動要因 

当ファンドの基準価額は下落し、当期間のリターンは△2.3％となりました。 

当期は、米国の金融政策の正常化加速の思惑から2022年初以降に株安・債券安（金利上昇）が進

んだ影響が大きく、基準価額は下落しました。ポートフォリオの中心としていた米国債券は、米10

年国債利回りが1.2％台から2.0％台へと上昇していく厳しい地合いのなか、長期国債の購入を行い

ながら、状況に応じて先物を売り建てするなどの機動的な対応を行い基準価額の下落抑制に努めま

したが、マイナスの寄与となりました。欧州債券も米金利に連動して金利が上昇するなか組入比率

を引き上げたことがマイナスの寄与となり、当期の基準価額下落の主因となりました。日本債券は、

僅かに組入を行いましたが、組入後の金利上昇により基準価額にマイナスの寄与となりました。株

式については、日本株式は自民党総裁選挙前に新政権への期待から組入比率を高めたものの岸田氏

の勝利で株価が下落したことと年初からの株価調整を受け、基準価額にマイナスに寄与しました。

米国株式は、NYダウ、S&P500指数、ナスダック100指数への連動をめざす上場投資信託証券・指数
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先物に分散して投資を行い、年初からのハイテク株を中心とする調整局面ではマイナスとなったも

のの、当期間を通じては株価上昇により基準価額にプラスの寄与となりました。欧州株式は、組入

は低位に抑えながら機動的に売買を行いましたが、基準価額にマイナスの寄与となりました。 

詳しくは、「投資環境」をご参照ください。 

 

■投資環境 

日本では、支持率の低迷した菅前総理が自民党総裁選挙への不出馬を決めると、新政権への期待

感から日経平均株価は2021年９月に30,670円の高値（終値ベース）をつけました。しかし、規制改

革等に前向きな河野氏ではなく安定路線の岸田総理が誕生すると、株式市場は大きく下落する展開

となりました。その後も岸田政権の「新しい資本主義」が成長戦略の後退と受け止められたことも

あり、現在まで「岸田政権は市場にフレンドリーではない」とのイメージが払拭されていません。

米国株式は好調な企業業績により、2021年末までは史上最高値を何度も更新する堅調地合いで推移

しました。その間、米国では一時的と思われたインフレ率の上昇が、長期化、広範囲化しました。

米連邦準備制度理事会（FRB）は米連邦公開市場委員会（FOMC）毎に、金融政策正常化の動きを加

速する姿勢を強め、米金利はじりじり上昇しました。こうした中、2022年に入るとFRBの一段のタ

カ派（金融引締めに前向きな姿勢）転換に市場が戸惑う展開となり、株式市場はハイテク株を中心

に大きく下落しました。日米ともに足元の企業業績は好調なものの、先行きの業績下方修正への懸

念もあり、株式市場は上値の重い展開で推移しました。 

 

【国内債券】 

当期の国内債券市場は下落（金利は上昇）しました。世界的なインフレ懸念と米金利の上昇に連

動して、日10年国債利回りは0.0％台から0.2％台へと日銀がマイナス金利政策を導入した2016年１

月以来約６年ぶりの水準に上昇しました。黒田日銀総裁は、引き続き金融政策変更の必要性はない

と強調しているものの、同総裁は2023年４月に任期を迎えるため、徐々に市場は疑心暗鬼になって

います。 

 

【国内株式】 

当期の国内株式市場は下落しました。支持率の低迷した菅前総理が自民党総裁選挙への不出馬を

決めると、新政権への移行により日本の閉塞感が払拭されるとの期待感から日経平均株価は一時

30,000円台半ばまで上昇しました。しかし、規制改革に前向きな河野氏ではなく、安定継続路線の

岸田氏が勝利したことで、その後は上値が重く推移しました。とりわけ、岸田政権の掲げる「新し

い資本主義」が分かりにくいことや、財政再建路線への関心の高さが垣間見えることから、株式市

場は警戒感を強めました。企業業績は好調なものの、年初からの米国株急落時には26,000円台前半

まで下落する展開となりました。 

 

【米国債券】 

当期の米国債券市場は下落（金利は上昇）しました。米国でのインフレの高まりに対してFRBは

「一時的」との判断を示していましたが、2021年末には7.0％までインフレ率が上昇したため、イ
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ンフレ判断の修正を迫られる展開となりました。FRBは量的金融緩和の縮小（テーパリング）を

2021年11月より開始し、2022年には複数回の利上げを実施することも確実視され、米10年国債利回

りは1.2％台から２年半ぶりの水準となる2.0％台まで大きく上昇しました。 

 

【米国株式】 

当期の米国株式市場はまちまちとなりました。好調な企業業績と力強い個人消費に支えられて

2021年は主要株価指数が史上最高値を何度も更新する堅調地合いとなりました。しかし、2022年に

入りFRBが急速にタカ派転換し米金利が上昇するなか、割高感の強まったハイテク株が大きく下落

する展開となり、ナスダック総合指数は下落に転じました。一方、S&P500指数は当期間を通じては

上昇となりました。 

 

【欧州債券】 

当期の欧州債券市場は下落（金利は上昇）しました。米金利が上昇するなかでも、欧州中央銀行

（ECB）がインフレは一時的とのスタンスを維持して金融緩和の長期化を示していたことから、欧

州金利は比較的安定して推移しました。しかし、欧州のインフレ上昇も一段と加速するなか、2022

年に入ると急速に金利が上昇する展開となり、独10年国債利回りは2019年５月以来、２年８カ月ぶ

りにプラス圏に浮上しました。 

 

【欧州株式】 

当期の欧州株式市場は下落しました。米国株式が大きく調整するなか欧州株式も下落しましたが、

割安銘柄が多いことや、新型コロナウイルスのピークアウト後の経済回復期待が強く、比較的底堅

く推移しました。 

 

■当該投資信託のポートフォリオ 
当ファンドでは、ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンドの受益証券への投資を通じ

て、主に国内外に上場する投資信託証券および指数先物、国債に投資を行いました。マザーファン

ドへの投資については、当期を通じて、当ファンド全体の組入比率が高位となるよう運用を行いま

した｡ 

マザーファンドにおいては、株式会社和キャピタルより投資助言を受け、ファンダメンタルズ分

析に基づき、市場環境を考慮した機動的な運用を行いました。 

債券は全体で40％程度を中心に15％～66％程度の組入を行いました。米国債券は、５％～43％程

度の組入を行いました。米10年国債利回りが1.2％から1.7％へ上昇していく局面では概ね20％～40％

程度で機動的な売買を行いました。2022年初より金利が1.8％程度まで上昇した局面では一旦43％

程度まで引き上げましたが、その後一段と金利が上昇したためリスク抑制のため組入を引き下げ、

当期末の実質組入比率は25％程度としました。欧州債券は、１％～29％程度の組入を行いました。

期初の組入比率は欧州債券合計で３％程度としていましたが、ECBの金融緩和政策の維持を背景に

金利の上昇は限定的と見込みドイツ国債の実質組入比率を20％程度まで引き上げた一方、フランス

大統領選挙のリスクがあるためフランス国債の組入は全部解消しました。日本債券は、０％～６％
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程度の組入を行いました。期初の組入はありませんでしたが、米金利の上昇や日銀の政策修正への

思惑から金利上昇した期末にかけて購入を行い、当期末の実質組入比率は６％程度としました。 

株式は全体で15％程度を中心に８％～22％程度の組入を行いました。米国株式は、３％～11％程

度の組入を行いました。好調な企業業績と米国経済の強さを材料にNYダウ、S&P500指数、ナスダッ

ク100指数への連動を目指す株価指数先物に分散し機動的に売買を行いました。2020年初からの調

整局面では中長期的に株価は上昇に転じると見込み慎重に押し目買いを行い、当期末の実質組入比

率は11％程度としました。国内株式は、１％～15％程度の組入を行いました。新型コロナウイルス

の感染拡大を受け期初の組入は１％程度と低位にしていましたが、感染状況の落ち着きや自民党総

裁選挙絡みの政治イベントで株価上昇が期待された局面では15％程度まで引き上げるなど機動的に

売買を行いました。しかし、岸田政権への海外投資家からの期待低下や2022年初からの急落を受け

リスクを削減し、当期末の実質組入比率は１％程度としました。欧州株式は、１％～８％程度の組

入を行いました。欧州復興基金の稼働による景気回復期待などから期初の組入は８％程度としてい

ましたが、オミクロン株の流行やロシアとウクライナの地政学リスクの高まりなどから組入を引き

下げ、当期末の実質組入比率は１％程度としました。 

 

■当該投資信託のベンチマークとの差異 

当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

■分配金 

収益分配金については、基準価額水準、市況動向等を勘案して分配は行いませんでした。 

なお、収益分配に充てなかった収益は、信託財産中に留保し、運用の基本方針に基づいて引き続

き元本と同一の運用を行います。 

 

【分配原資の内訳】                      （単位：１万口当たり・税引前) 

項目 
第７期 

2021年８月11日～2022年２月10日 

当期分配金 （円） － 

（対基準価額比率） （％） － 

 当期の収益 （円） － 
 当期の収益以外 （円） － 

翌期繰越分配対象額 （円） 66 

（注）円未満は切り捨てているため、当期の収益と当期の収益以外の合計が当期分配金（税引前）に合致しない場合があります。 
（注）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率で、ファンドの収益率とは異なります｡ 

 



 

 

マルチアセット・ストラテジーファンド 

－ 6 － 

今後の運用方針   

【マルチアセット・ストラテジーファンド】 

引き続き、運用の基本方針に従い、ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンドの受益証

券への投資を通じて、主に国内外に上場する投資信託証券および指数先物、国債に投資することに

より、中長期的な信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。実質外貨建資産につ

いては、原則として為替ヘッジにより為替リスクの低減を図ることを基本とします。マザーファン

ドの組入比率は、原則として高位を保ちます。 
 

【ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド】 

マザーファンドの運用については、株式会社和キャピタルより投資助言を受けます。マザーファ

ンドにおいては、当面、FRB、ECB、日銀の金融政策とインフレ動向を注視し、米国債券と欧州債券

の機動的な売買を行いながら、金利の上限を探っていく方針です。また、企業業績は堅調なことか

ら日米欧の株式を適宜組入れて、安定した運用管理を行う方針です。 

国内債券については、黒田日銀総裁のもとでは政策変更の可能性は低く、金利上昇は限定的と予

想します。ただし、2023年４月までに９名の日銀審議員のうち、黒田総裁も含めて５名が任期とな

るため、これまで安定していた日本の金利も不安定になることが想定されます。一時的に金利が上

昇するような局面では、国内債券を組み入れる方針です。 

国内株式については、企業業績が好調ななか、割安感が強まっています。足元のオミクロン株の

収束後には経済活動も活発化すると考え、押し目買いを中心に徐々に組入比率を高める方針です。 

米国債券については、FRBのタカ派転換に対し市場は過敏に反応しており、既に相当数の利上げ

を織り込んでいます。今後インフレ率が低下の兆しを示すと、米金利は大きく低下する局面も想定

されます。当面は機動的な売買を行いながら、米金利の上限を探っていく方針です。 

米国株式については、米金利が安定推移となれば、ハイテク株中心に再び堅調な地合いとなる見

込みです。米国企業の稼ぐ力は強化されていること、米国経済は減速傾向とはいえ潜在成長率を上

回る成長が見込まれていることから、押し目買いを中心に組入比率を高める方針です。 

欧州債券については、足元のインフレは上昇しているものの、米国のような賃金インフレは見ら

れず、原油価格などの動向に左右されそうです。金利上昇余地は限定的と考え、金利が上昇する局

面では購入していく方針です。 

欧州株式については、コロナ収束後の経済活動再開への期待や中国経済の底入れ期待から、底堅

い展開を見込みます。ただし、当面はロシアのウクライナ侵攻リスクが燻っており、慎重な対応を

図る方針です。 
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■１万口当たりの費用明細 

 
項目 

第７期  
項目の概要 2021年８月11日～2022年２月10日 

金額 比率 

(a) 信託報酬 44円 0.444％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×(期中の日数÷年間日数) 

   期中の平均基準価額は9,825円です。 

（投信会社） (31)  (0.316)  委託した資金運用と受託会社への指図、基準価額の算出、法定書面の 

   作成等の対価 

（販売会社） (11)  (0.111)  交付運用報告書等の各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、 

   購入後の情報提供等の対価 

（受託会社） ( 2)  (0.017)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行等の対価 

(b) 売買委託手数料 3   0.028   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

×10,000 

（投資信託証券） ( 2)  (0.019)  売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

（先物・オプション） ( 1)  (0.008)   

(c) その他費用 3   0.028   (c)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数×10,000 

（保管費用） ( 1)  (0.009)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び

資金の送金・資産の移転等に要する費用 

（監査費用） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

（その他） ( 2)  (0.018)  その他は、信託事務の処理に要するその他の費用 

合計 50   0.500    

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。なお、売買委託手数料及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンド

に対するものを含みます。 

（注）各金額は、項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注）各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごと

に小数第３位未満を四捨五入しています。 
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（参考情報）総経費率 

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有

価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数

で除した総経費率（年率）は 0.98％です。 

 

 

 
（注）１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注）その他費用は、マザーファンドが支払った費用を含みます。 

（注）各比率は、年率換算した値です。 

（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率と異なります。 
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■売買及び取引の状況 
親投資信託受益証券の設定、解約状況           （2021年８月11日から2022年２月10日まで) 

フ ァ ン ド 名 
設       定 解       約 

口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 

ＧＮマルチアセット・ストラテ

ジ ー マ ザ ー フ ァ ン ド 
14,598 15,000 1,561,379 1,600,000 

（注）金額は受渡し代金です。 
（注）単位未満は切り捨てています。 
 
 

■利害関係人との取引状況等（2021年８月11日から2022年２月10日まで） 

該当事項はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第 11条第１項に規定される利害関係人です。 
 
 

■第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業または商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況（2021年８月11日から2022年２月10日まで) 
該当事項はありません。 

 
 

■組入資産の明細 
親投資信託残高                          （2022年２月10日現在) 

フ ァ ン ド 名 

期 首（前 期 末） 当    期    末 

口     数 口     数 評  価  額 

 千口 千口 千円 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド 19,865,473 18,318,692 18,428,605 

（注）口数・評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注）ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンドの期末の受益権総口数は18,318,692千口です。 

 
 

■投資信託財産の構成                      （2022年２月10日現在) 

項              目 
当    期    末 

評   価   額 比  率 

 千円 ％ 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド 18,428,605 99.2 

コ  ー  ル  ・  ロ  ー  ン  等  、  そ  の  他 155,803 0.8 

投 資 信 託 財 産 総 額 18,584,408 100.0 

（注）比率は、当ファンドの投資信託財産総額に対する各資産の評価額の割合です。 

（注）評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注）ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（16,525,259千円）の投資信託財産総額

（18,849,152千円）に対する比率は87.7％です。 

（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは、

１米ドル＝115.61円、１ユーロ＝132.00円です。 
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
（2022年２月10日現在） 

項          目 当  期  末 

(A) 資 産 18,584,408,296円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 155,803,286 

 
ＧＮマルチアセット・ストラテジー

マ ザ ー フ ァ ン ド ( 評 価 額 ) 
18,428,605,010 

(B) 負 債 125,378,368 

 未 払 解 約 金 40,900,743 

 未 払 信 託 報 酬 84,037,199 

 未 払 利 息 426 

 そ の 他 未 払 費 用 440,000 

(C) 純  資  産  総  額(A－B) 18,459,029,928 

 元 本 19,146,893,792 

 次  期  繰  越  損  益  金 △687,863,864 

(D) 受 益 権 総 口 数 19,146,893,792口 

１万口当たり基準価額(C／D) 9,641円 

（注）当ファンドの期首元本額は20,689,508,010円、期中追加設定

元 本 額 は 164,173,098 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

1,706,787,316円です。 

（注）１口当たり純資産額は0.9641円です。 
 

■損益の状況 
当期（2021年８月11日から2022年２月10日まで） 

項        目 当    期 

(A) 配 当 等 収 益 △36,052円 

 支 払 利 息 △36,052 

(B) 有  価 証 券 売 買 損 益 △358,415,059 

 売 買 益 10,583,607 

 売 買 損 △368,998,666 

(C) 信 託 報 酬 等 △84,477,199 

(D) 当  期  損  益  金(A＋B＋C) △442,928,310 

(E) 前 期 繰 越 損 益 金 △178,044,349 

(F) 追 加 信 託 差 損 益 金 △66,891,205 

 (配 当 等 相 当 額) (76,610,958) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△143,502,163) 

(G)     計    ( D + E + F ) △687,863,864 

(H) 収 益 分 配 金 0 

 次 期 繰 越 損 益 金(G+H) △687,863,864 

 追 加 信 託 差 損 益 金 △66,891,205 

 (配 当 等 相 当 額) (76,669,713) 

 (売 買 損 益 相 当 額) (△143,560,918) 

 分 配 準 備 積 立 金 49,957,045 

 繰 越 損 益 金 △670,929,704 

（注）(B)有価証券売買損益は、期末の評価換えによるものを含み
ます｡ 

（注）(C)信託報酬等には、信託報酬に対する消費税等相当額を含
めて表示しています。 

（注）(F)追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定
をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注）(H)収益分配金の額の計算過程については、以下の表をご参
照ください。 

項        目 当   期 

計算期間末における配当等収益から費用を控除した額 0円 

有価証券売買等損益から費用を控除した額 0円 

信託約款に規定される収益調整金 76,669,713円 

信託約款に規定される分配準備積立金 49,957,045円 

分配対象収益 126,626,758円 

（１万口当たり） 66円 

分配金額 0円 

（１万口当たり） 0円 
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■分配金のお知らせ 
 第 ７ 期 

１ 万 口 当 た り 分 配 金 （ 税 引 前 ） 0円 

※分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 
※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回る

部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 
※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 
 

 
■お知らせ 
◇約款変更 

該当事項はありません。 
 

◇運用体制の変更 

該当事項はありません。 
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運用報告書 

第４期（決算日 2022年２月10日） 

＜計算期間 2021年２月11日～2022年２月10日＞ 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンドの第４期の運用状況をご報告申し上げます｡ 

 

■当ファンドの仕組みは次の通りです。 
信 託 期 間 無期限（2018年６月20日設定） 

運 用 方 針 中長期的な信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指して運用を行います。 

主要投資対象 国内外に上場する投資信託証券および指数先物、国債を主要投資対象とします。 

主な組入制限 
株式への投資割合は、信託財産の純資産総額の25％以内とします。 
外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド 
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■設定以来の運用実績 

決 算 期 

基 準 価 額 株 式 
先 物 
比 率 

債 券 
組 入 
比 率 

債 券 
先 物 
比 率 

投 資 

信託証券 

組入比率 

純資産 

総 額  
期 中 
騰 落 率 

(設 定 日) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 

2018年６月20日 10,000 － － － － － 3,000 

１期（2019年２月12日） 9,947 △0.5 △10.3 74.1 △39.2 17.5 10,565 

２期（2020年２月10日） 10,230 2.8 △10.6 74.9 △54.9 13.4 16,762 

３期（2021年２月10日） 10,226 △0.0 1.0 80.3 △11.0 6.5 20,896 

４期（2022年２月10日） 10,060 △1.6 10.9 81.2 △31.1 1.7 18,428 

（注）設定日の基準価額は１万口当たりの当初設定元本、設定日の純資産総額は当初設定元本です。 
（注）株式先物比率、債券先物比率は「買建比率－売建比率」で算出しております。以下同じ。 

（注）当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 
 
 

■当期中の基準価額等の推移 

年  月  日 

基 準 価 額 株 式 
先 物 
比 率 

債 券 
組 入 
比 率 

債 券 
先 物 
比 率 

投 資 

信 託 証 券 

組 入 比 率 
 騰 落 率 

(期   首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ 

2021年２月10日 10,226 － 1.0 80.3 △11.0 6.5 

２月末 10,008 △2.1 3.6 87.1 △32.5 4.8 

３月末 9,924 △3.0 15.8 76.2 △9.4 5.3 

４月末 10,035 △1.9 14.7 49.4 △31.8 5.2 

５月末 10,056 △1.7 13.9 53.9 △15.8 5.3 

６月末 10,125 △1.0 4.2 67.1 △19.6 10.4 

７月末 10,239 0.1 △0.0 72.6 △42.7 7.4 

８月末 10,309 0.8 3.1 73.2 △28.7 9.5 

９月末 10,215 △0.1 12.5 66.6 △12.0 7.5 

10月末 10,211 △0.1 3.3 68.9 △26.4 9.1 

11月末 10,237 0.1 13.9 65.1 △23.5 1.6 

12月末 10,312 0.8 9.1 80.7 △33.4 1.7 

2022年１月末 10,106 △1.2 14.5 75.6 △29.1 1.7 

(期   末)       

2022年２月10日 10,060 △1.6 10.9 81.2 △31.1 1.7 

（注）騰落率は期首比です。 
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運用経過    

■当期中の基準価額等の推移 

 
 

期  首：10,226円 

期  末：10,060円 

騰 落 率： △1.6％ 

■基準価額の主な変動要因 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド（以下、当ファンド）の基準価額は下落し、

当期間のリターンは△1.6％となりました。 

当期は、インフレ懸念の台頭から期初に米金利が上昇（債券価格は下落）した影響により、基準

価額は大きく下落して始まりました。その後、米金利が一旦低下に転じたことや株式相場の上昇な

どを背景に基準価額は回復基調となりましたが、期末にかけて各国中銀の金融政策の正常化への警

戒からグローバルで金利急上昇、株価下落となった影響を受け、当期を通じては基準価額は下落し

ました。債券は、長期国債の購入を行いながら状況に応じて先物を売り建てするなどの機動的な対

応を行い、金利上昇時の基準価額下落抑制に努める運用を行いましたが、期初の米金利上昇と期末

にかけての欧米金利急上昇の影響から、当期を通じては米国債券、欧州債券ともに基準価額にマイ

ナスの寄与となりました。日本債券は、僅かに組入を行いましたが、組入後の金利上昇により基準

価額にマイナスの寄与となりました。株式は、良好な企業業績などを背景にNYダウ、S&P500指数、

ナスダック100指数への連動をめざす上場投資信託証券・指数先物に分散して投資を行った米国株

式が、期末にかけては調整したものの、当期間を通じては大幅に上昇したため基準価額にプラスの

寄与となりました。一方、日欧株式は、機動的な売買を行いましたが、基準価額にマイナスの寄与

となりました。 

詳しくは、「投資環境」をご参照ください。 
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■投資環境 
当期は、インフレ動向や各国中央銀行の政策スタンスを睨みながらの相場展開となりました。 

債券市場では、バイデン政権による大規模な財政政策などを背景にインフレ懸念が台頭し、米金

利は上昇して始まりました。その後は、インフレは一時的との見方が広がったことなどから金利は

一旦低下したものの、インフレの長期化を背景に米連邦準備制度理事会（FRB）の金融政策の正常

化への思惑が高まるなか金利は再び上昇基調となり、期末にかけてはFRBが金融引締めに前向きな

タカ派姿勢に転じたため金利は急上昇し、米10年国債利回りは2.0％台まで大きく上昇しました。

欧州金利は、概ね米金利と連動した動きとなりましたが、期末にかけては、欧州中央銀行（ECB）

が金融緩和政策を転換する姿勢を示したことなどから金利は急上昇しました。国内金利も、海外金

利の上昇や日銀の金融政策への思惑から上昇しました。 

株式市場では、米金利の上昇を警戒し上値が抑えられる局面もありましたが、各国の大規模な経

済対策や新型コロナワクチン接種の進展などによる景気回復期待、好調な企業業績などから、欧米

株式は堅調に推移し、米主要株価指数は何度も史上最高値を更新する展開となりました。国内株式

は、日経平均株価が2021年２月に約30年半ぶりに30,000円台を回復した後は、新型コロナウイルス

の感染拡大や国内の政治情勢などが重石となり、上値が重く推移しました。もっとも、期末にかけ

ては日米欧ともFRBのタカ派転換と金利の急上昇を警戒し、株式市場はハイテク株を中心に大きく

調整する展開となりました。 

 

【国内債券】 

当期の国内債券市場は下落（金利は上昇）しました。国内債券市場は米金利と連動した動きとな

り、期初に日10年国債利回りは0.1％台後半に上昇した後、日銀の緩和的な金融政策の継続もあり

夏場にかけては０％付近まで低下しました。その後は米金利に連れて再び上昇に転じ、期末にかけ

ては、世界的なインフレ懸念と米金利の急上昇、日銀の金融政策変更の思惑などから、0.2％台と

日銀がマイナス金利政策を導入した2016年１月以来約６年ぶりの水準に上昇しました。 

 

【国内株式】 

当期の国内株式市場は下落しました。企業業績の改善や円安などを背景に日経平均株価は2021年

２月に約30年半ぶりに30,000円台を回復した後は、欧米に比べた新型コロナウイルスの感染状況の

悪化などが重石となり、夏場にかけて下落基調で推移しました。その後は、菅前首相の退陣表明を

受けた政局不安の後退やワクチン接種の進展によるコロナ感染状況の落ち着きなどから買い戻され、

再び30,000円台を回復する場面もみられたものの、以降は上値が重く、2022年初からの米国株急落

時には一時26,000円台前半まで下落する展開となり、当期を通じては国内株式市場は下落しました。 

 

【米国債券】 

当期の米国債券市場は下落（金利は上昇）しました。期初1.1％程度だった米10年国債利回りは、

バイデン政権による大規模な財政政策などによるインフレ懸念から1.7％台半ばまで上昇して始ま

りましたが、その後FRB高官らが一貫してインフレは一時的との見方を示したため、期の半ばまで

は金利は低下基調で推移し1.2％近辺まで低下しました。その後は、高水準のインフレが継続しFRB
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の金融政策への思惑から金利は上昇に転じましたが、期末にかけては、FRBが一時的としていたイ

ンフレ判断を修正し、量的金融緩和の縮小開始や利上げの示唆など金融政策の正常化を進める姿勢

を示したため、2.0％台と２年半ぶりの水準まで上昇しました。 

 

【米国株式】 

当期の米国株式市場は上昇しました。米金利が上昇する場面ではハイテク株を中心に調整する局

面もみられましたが、バイデン政権による大規模な経済対策や新型コロナワクチン接種の進展によ

る経済活動の正常化、好調な企業業績などを背景に、当期間を通じて米国株式市場は概ね上昇基調

で推移し、米主要株価指数は史上最高値を何度も更新する展開となりました。期末にかけて、高水

準のインフレを受けFRBが急速にタカ派転換し米金利が急上昇すると、割高感の強まったハイテク

株を中心に上げ幅を縮小する展開となりましたが、当期を通じては米国株式市場は上昇しました。 

 

【欧州債券】 

当期の欧州債券市場は下落（金利は上昇）しました。期の前半は景気回復期待などから欧州金利

は上昇基調で推移しましが、夏場以降はECBによる金融緩和政策の長期化観測や域内での新型コロ

ナウイルスの感染再拡大などから金利上昇は比較的抑制されました。しかし、原油や天然ガスなど

の資源価格高騰によりインフレが一段と上昇しECBの金融政策転換が意識されたことなどから、期

末にかけては欧州金利も急上昇し、独10年国債利回りは2019年５月以来、２年８カ月ぶりにプラス

圏に浮上しました。 

 

【欧州株式】 

当期の欧州株式市場は上昇しました。新型コロナウイルスの感染状況が重石となる場面もみられ

ましたが、ECBによる緩和的な金融政策の継続が下支えするなか、経済活動の再開や良好な企業業

績などを背景に、上昇基調で推移しました。2022年初から米国株式が大きく下落した局面では欧州

株式も調整を余儀なくされたものの、割安銘柄が多いことや新型コロナウイルスのピークアウト後

の経済回復期待が強く、比較的底堅く推移しました。 

 

■当該投資信託のポートフォリオ 
当ファンドでは、主に国内外に上場する投資信託証券および指数先物、国債に投資を行いました。 

当ファンドは、株式会社和キャピタルより投資助言を受け、ファンダメンタルズ分析に基づき、

市場環境を考慮した機動的な運用を行いました。 

債券は全体で40％程度を中心に９％～76％程度の組入を行いました。米国債券は、２％～73％程

度の組入を行いました。期初は70％程度としていましたが、米金利が期の半ばにかけて一旦低下し

た局面では２％程度まで大きく引き下げました。その後、金利が徐々に上昇していく局面では概ね

20％～40％程度で機動的に売買を行い、当期末の実質組入比率は25％程度としました。欧州債券は、

0％～37％程度の組入を行いました。期初の組入はなく、期の前半に金利が上昇した局面ではドイ

ツ国債を中心に37％程度まで引き上げましたが、その後の金利低下局面では３％程度まで引き下げ

ました。再び金利上昇した局面では組入を引き上げ、当期末の実質組入比率は20％程度としました。
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日本債券は、０％～６％程度の組入を行いました。期初の組入はありませんでしたが、米金利の上

昇や日銀の政策修正への思惑から金利上昇した期末にかけて購入を行い、当期末の実質組入比率は

６％程度としました。 

株式は全体で15％程度を中心に６％～23％程度の組入を行いました。米国株式は、３％～14％程

度の組入を行いました。大型の経済対策などにより堅調な株価推移を見込んだ期の前半は14％程度

まで引き上げましたが、高値圏では利益確定を行い３％程度まで引き下げました。2020年初からの

調整局面では中長期的に株価は上昇に転じると見込み慎重に押し目買いを行い、当期末の実質組入

比率は11％程度としました。国内株式は、１％～15％程度の組入を行いました。新型コロナウイル

スの感染が拡大した局面では１％程度まで引き下げた一方、自民党総裁選挙絡みの政治イベントな

どで株価上昇が期待された局面では15％程度まで引き上げました。岸田政権への海外投資家からの

期待低下や2022年初からの急落を受けリスクを削減し、当期末の実質組入比率は１％程度としまし

た。欧州株式は、０％～８％程度の組入を行いました。期初の組入はなく、欧州復興基金の稼働に

よる景気回復期待などから８％程度まで引き上げる局面もありましたが、オミクロン株の流行やロ

シアとウクライナの地政学リスクの高まりなどから組入を引き下げ、当期末の実質組入比率は１％

程度としました。 

なお、米国株式については、従来のNYダウに加え、社会のイノベーションの進展などから中長期

的に堅調な推移が見込まれるS＆P500指数、ナスダック100指数への連動をめざす上場投資信託証

券・指数先物の組入れを開始しました。 

 

■当該投資信託のベンチマークとの差異 
当ファンドは、値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

 

■今後の運用方針 
引き続き、運用の基本方針に従い、主に国内外に上場する投資信託証券および指数先物、国債に

投資することにより、中長期的な信託財産の着実な成長と安定した収益の確保を目指します。実質

外貨建資産については、原則として為替ヘッジにより為替リスクの低減を図ることを基本とします。 

当ファンドの運用については、株式会社和キャピタルより投資助言を受け、当面、FRB、ECB、日

銀の金融政策とインフレ動向を注視し、米国債券と欧州債券の機動的な売買を行いながら、金利の

上限を探っていく方針です。また、企業業績は堅調なことから日米欧の株式を適宜組入れて、安定

した運用管理を行う方針です。 

国内債券については、黒田日銀総裁のもとでは政策変更の可能性は低く、金利上昇は限定的と予

想します。ただし、2023年４月までに９名の日銀審議員のうち、黒田総裁も含めて５名が任期とな

るため、これまで安定していた日本の金利も不安定になることが想定されます。一時的に金利が上

昇するような局面では、国内債券を組み入れる方針です。 

国内株式については、企業業績が好調ななか、割安感が強まっています。足元のオミクロン株の

収束後には経済活動も活発化すると考え、押し目買いを中心に徐々に組入比率を高める方針です。 

米国債券については、FRBのタカ派転換に対し市場は過敏に反応しており、既に相当数の利上げ

を織り込んでいます。今後インフレ率が低下の兆しを示すと、米金利は大きく低下する局面も想定
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されます。当面は機動的な売買を行いながら、米金利の上限を探っていく方針です。 

米国株式については、米金利が安定推移となれば、ハイテク株中心に再び堅調な地合いとなる見

込みです。米国企業の稼ぐ力は強化されていること、米国経済は減速傾向とはいえ潜在成長率を上

回る成長が見込まれていることから、押し目買いを中心に組入比率を高める方針です。 

欧州債券については、足元のインフレは上昇しているものの、米国のような賃金インフレは見ら

れず、原油価格などの動向に左右されそうです。金利上昇余地は限定的と考え、金利が上昇する局

面では購入していく方針です。 

欧州株式については、コロナ収束後の経済活動再開への期待や中国経済の底入れ期待から、底堅

い展開を見込みます。ただし、当面はロシアのウクライナ侵攻リスクが燻っており、慎重な対応を

図る方針です。 

 

■１万口当たりの費用明細 

 
項目 

第４期  
項目の概要 2021年２月11日～2022年２月10日 

金額 比率 

(a) 売買委託手数料 5円 0.049％ (a)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 

×10,000 

期中の平均基準価額は10,148円です。 

（投資信託証券） (3)  (0.033)  売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

（先物・オプション） (2)  (0.016)   

(b) その他費用 4   0.036   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数×10,000 

（保管費用） (1)  (0.014)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び

資金の送金・資産の移転等に要する費用 

（その他) (2)  (0.022)  その他は、信託事務の処理に要するその他の費用 

合計 9   0.085    

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注）各項目の費用は、当マザーファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注）各金額は、項目ごとに円未満は四捨五入しています。 

（注）各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小

数第３位未満を四捨五入しています。 
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■売買及び取引の状況 
（1）公社債                       （2021年２月11日から2022年２月10日まで) 

  買  付  額 売  付  額 

  千円 千円 

国 内 国 債 証 券 1,092,245 － 

外 
国 

  千米ドル 千米ドル 

ア メ リ カ 国 債 証 券 398,835 489,147 

ユ
ー
ロ 

  千ユーロ 千ユーロ 

ド イ ツ 国 債 証 券 91,685 41,077 

フ ラ ン ス 国 債 証 券 15,761 15,609 

（注）金額は受渡し代金です。（経過利子分は含まれておりません。） 

（注）単位未満は切り捨てています。 

 

（2）投資信託証券                    （2021年２月11日から2022年２月10日まで) 

銘  柄 
買  付 売  付 

口 数 買 付 額 口 数 売 付 額 

国
内 

 口 千円 口 千円 

iシェアーズ・コア  日経 2 2 5  E T F － － 12,500 390,025 

外
国 

アメリカ 口 千米ドル 口 千米ドル 

SPDR Dow Jones Industrial Average ETF 
Trust 

4,800 1,732 30,300 10,668 

ユ
ー
ロ 

ドイツ 口 千ユーロ 口 千ユーロ 

iShares Core DAX UCITS ETF (DE) 187,000 24,909 176,000 23,348 

（注）金額は受渡し代金です。 

（注）単位未満は切り捨てています。 

 

■先物取引の種類別取引状況             （2021年２月11日から2022年２月10日まで) 

種 類 別 
買  建 売  建 

新 規 買 付 額 決 済 額 新 規 売 付 額 決 済 額 
  百万円 百万円 百万円 百万円 

国 内 株 式 先 物 取 引 27,623 27,364 122 393 

外 国 
株 式 先 物 取 引 9,488 8,343 4,007 4,012 

債 券 先 物 取 引 － － 79,652 76,298 

（注）単位未満は切り捨てています。 

（注）外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。 

 

■利害関係人との取引状況等（2021年２月11日から2022年２月10日まで） 

該当事項はありません。 
（注）利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。 
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■組入資産の明細 

公社債 

(A) 債券種類別開示 

国内（邦貨建）公社債                         （2022年２月10日現在) 

区  分 

当          期          末 

額 面 金 額 評 価 額 組 入 比 率 
うちＢＢ格 

以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 

５ 年 以 上 ２ 年 以 上 ２ 年 未 満 

 千円 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 
国 債 証 券 1,100,000 1,086,745 5.9 － 5.9 － － 

合  計 1,100,000 1,086,745 5.9 － 5.9 － － 

（注）組入比率は、当ファンドが組み入れているマザーファンドの純資産総額に対する評価額の割合です。 
（注）単位未満は切り捨てています。 

（注）－印は、組み入れなしです。 

（注）評価については、金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

（注）残存期間が1年以内の公社債は、原則としてアキュムレーションまたはアモチゼーションにより評価しています。 

 

外国（外貨建）公社債                         （2022年２月10日現在) 

区   分 

当          期          末 

額 面 金 額 
評   価   額 

組入比率 
うちＢＢ格 

以下組入比率 

残 存 期 間 別 組 入 比 率 

外貨建金額 邦貨換算金額 ５年以上 ２年以上 ２年未満 

 千米ドル 千米ドル 千円 ％ ％ ％ ％ ％ 

ア メ リ カ 69,000 64,013 7,400,575 40.2 － 31.6 8.6 － 
ユ
ー
ロ 

 千ユーロ 千ユーロ       

ド イ ツ 50,000 49,123 6,484,260 35.2 － 35.2 － － 

合   計 － － 13,884,836 75.3 － 66.8 8.6 － 

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

（注）単位未満は切り捨てています。 

（注）－印は組み入れなしです。 

（注）評価については金融商品取引業者、価格情報会社等よりデータを入手しています。 

 

(B) 個別銘柄開示 

 国内（邦貨建）公社債                         （2022年２月10日現在) 

種  類 銘 柄 
当 期 末 

利 率 額 面 金 額 評 価 額 償還年月日 

国 債 証 券 

 ％ 千円 千円  

第 365 回利付国債（10 年） 0.1 1,100,000 1,086,745 2031／12／20 

合     計  1,100,000 1,086,745 

（注）額面・評価額の単位未満は切り捨てています。 
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外国（外貨建）公社債                         （2022年２月10日現在) 

種   類 銘        柄 

当 期 末 

利  率 額 面 金 額 
評 価 額 

償 還 年 月 日 
外貨建金額 邦貨換算金額 

 (アメリカ) ％ 千米ドル 千米ドル 千円  

国 債 証 券 US TREASURY 0.625 36,000 32,383 3,743,813 2030／８／15 

 US TREASURY 0.875 2,000 1,833 211,999 2030／11／15 

 US TREASURY 1.25 2,000 1,883 217,744 2031／８／15 

 US TREASURY 1.25 14,000 13,648 1,577,950 2026／11／30 

 US TREASURY 1.375 15,000 14,264 1,649,068 2031／11／15 

小   計     7,400,575  

 (ユーロ・・・ドイツ)  千ユーロ 千ユーロ   

国 債 証 券 ドイツ国債 0 18,000 17,743 2,342,122 2031／２／15 

 ドイツ国債 0 12,000 11,739 1,549,557 2032／２／15 

 ドイツ国債 0 20,000 19,640 2,592,580 2031／８／15 

小   計     6,484,260  

合   計     13,884,836  

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注）額面金額・評価額の単位未満は切り捨てています。 

 

国内投資信託証券                           （2022年２月10日現在) 

銘    柄 
期首（前期末） 当   期   末 

口  数 口  数 評 価 額 組入比率 
 口 口 千円 ％ 

iシェアーズ・コア 日経２２５ ETF 17,000 4,500 128,385 0.7 

合  計 
口 数 ・ 金 額 17,000 4,500 128,385  

銘 柄 数＜比 率＞ 1 1 <0.7％>  

（注）合計欄の< >内は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注）単位未満は切り捨てています。 

 

外国投資信託証券                           （2022年２月10日現在) 

銘    柄 

期首（前期末) 当   期   末 

口  数 口  数 
評  価  額 

組入比率 
外 貨 建 金 額 邦貨換算金額 

(アメリカ) 口 口 千米ドル 千円 ％ 
SPDR Dow Jones Industrial 
Average ETF Trust 

25,500 － － － － 

(ユーロ・・・ドイツ)   千ユーロ   
iShares Core DAX UCITS ETF 
(DE) 

－ 11,000 1,444 190,618 1.0 

合  計 
口 数 ・ 金 額 25,500 11,000 － 190,618  

銘 柄 数＜比 率＞ 1 1 － <1.0％>  

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注）< >内は、純資産総額に対する評価額の比率です。 

（注）単位未満は切り捨てています。 

（注）－印は、組み入れなしです。 
 



 

 

ＧＮマルチアセット・ストラテジーマザーファンド 

－ 22 － 

先物取引の銘柄別期末残高                       （2022年２月10日現在) 

銘   柄   別 
当   期   末 

買 建 額 売 建 額 

国
内 

  百万円 百万円 

株 式 先 物 取 引 日経 225 先物 83 － 

外
国 

株 式 先 物 取 引 E-mini Dow ($5) Futures 741 － 

 E-mini S&P 500 Futures 529 － 

 E-mini Nasdaq-100 Futures 660 － 

債 券 先 物 取 引 Euro-Bund Futures － 2,868 

 US 10-Year T-Note Futures － 2,857 

（注）単位未満は切り捨てています。 

（注）邦貨換算金額は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。 

（注）－印は組み入れなしです。 

 

■投資信託財産の構成                       （2022年２月10日現在) 

項            目 
当    期    末 

評   価   額 比  率 

 千円 ％ 
公 社 債 14,971,581 79.4 

投 資 信 託 受 益 証 券 319,003 1.7 

コ  ー  ル  ・  ロ  ー  ン  等  、  そ  の  他 3,558,568 18.9 

投 資 信 託 財 産 総 額 18,849,152 100.0 

（注）比率は、当ファンドの投資信託財産総額に対する各資産の評価額の割合です。 

（注）評価額の単位未満は切り捨てています。 

（注）当期末における外貨建純資産（16,525,259千円）の投資信託財産総額（18,849,152千円）に対する比率は87.7％です。 

（注）外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、期末における邦貨換算レートは

１米ドル＝115.61円、１ユーロ＝132.00円です。 
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■資産、負債、元本及び基準価額の状況 
（2022年２月10日現在） 

項          目 当  期  末 

(A) 資 産 34,774,663,007円 

 コ ー ル ・ ロ ー ン 等 2,918,354,186 

 公 社 債(評価額) 14,971,581,269 

 投資信託受益証券(評価額) 319,003,560 

 未 収 入 金 16,044,772,805 

 未 収 配 当 金 990,000 

 未 収 利 息 18,277,047 

 前 払 費 用 6,245,946 

 差 入 委 託 証 拠 金 495,438,194 

(B) 負 債 16,345,893,320 

 未 払 金 16,345,890,430 

 未 払 利 息 2,890 

(C) 純 資 産 総 額(A－B) 18,428,769,687 

 元 本 18,318,692,853 

 次 期 繰 越 損 益 金 110,076,834 

(D) 受 益 権 総 口 数 18,318,692,853口 

1万口当たり基準価額(C／D) 10,060円 

（注）当ファンドの期首元本額は20,434,416,568円、期中追加設定

元本額は115,649,471円、期中一部解約元本額は2,231,373,186

円です。 

（注）元本の内訳は以下の通りです。 

・マルチアセット・ストラテジーファンド 18,318,692,853円

（注）１口当たり純資産額は 1.0060 円です。 

■損益の状況 
（2021年２月11日から2022年２月10日まで） 

項          目 当     期 

(A) 配 当 等 収 益 98,680,093円 

 受 取 配 当 金 14,749,126 

 受 取 利 息 86,236,295 

 支 払 利 息 △2,305,328 

(B) 有 価 証 券 売 買 損 益 △803,344,907 

 売 買 益 2,251,933,687 

 売 買 損 △3,055,278,594 

(C) 先 物 取 引 等 取 引 損 益 409,493,898 

 取 引 益 1,071,643,101 

 取 引 損 △662,149,203 

(D) そ の 他 費 用 等 △7,257,900 

(E) 当 期 損 益 金(A＋B＋C＋D) △302,428,816 

(F) 前 期 繰 越 損 益 金 461,781,935 

(G) 追 加 信 託 差 損 益 金 △649,471 

(H) 解 約 差 損 益 金 △48,626,814 

(I)     計    ( E + F + G + H ) 110,076,834 

 次 期 繰 越 損 益 金(I) 110,076,834 

（注）(B)有価証券売買損益および(C)先物取引等取引損益は、期末

の評価換えによるものを含みます。 

（注）(G)追加信託差損益金とは、信託の追加設定の際、追加設定

をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

（注）(H)解約差損益金とは、中途解約の際、元本から解約価額を

差し引いた差額分をいいます。 
 

■お知らせ 
◇約款変更 

該当事項はありません。 
 

◇運用体制の変更 

該当事項はありません。 
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